

























































従って，第 2章で 2003 年度後期の学生参加型授業参観プロジェクトを，第 3章で 2005 年度
前期の学生参加型授業参観プロジェクトを，第 4章で 2006 年度後期の学生参加型授業参観プロ
ジェクトをそれぞれ掲載する。
第 1章　2003 年 10 月の公開授業後の検討会
（初出：平成 15 年度和歌山大学「大学特別経費」研究報告書）















































（第 1回）　10 月 3 日　「イントロダクション」
（第 2回）　10 月 10 日　「民法の概観」
（第 3回）　10 月 17 日　「民法の基本原則」
5　本日の講義の予定―「権利の主体」
①前回からのつなぎ（1週間以上前に本案を書いております関係上，詳細は未定です）

































































































































































































































































第 3回　10 月 17 日
吉田・掲示板：「最初にケータイを使っての出欠調査をダメもとで試行しました。少し手間取りましたが，























に参観していただきました。午前 11 時より 1時間余りにわたり，地域共同研究センター1階の多目的研究
室で検討会を開催しました。この内容は平成 16 年 3 月発行予定の大学特別経費研究報告書『公開授業と授
業改善 第 3号』に掲載します。次回は法人を講義する予定ですが，是非とも受講生には予習をして出席さ
れることを希望します。」






どを説明しました。小テストは―権利能力なき社団についてまとめよ―にしました。来週の 11 月 7 日は大














































































































第 10 回　12 月 12 日
吉田・掲示板：「いつものようにケータイを使っての出席調査の後，前回の続きである錯誤について説明を
しました。民法 95 条を逐語的に解説し，テキストにざっと目を通しました。また，錯誤に関しては，いわ














































第 12 回　2004 年 1 月 16 日
吉田・掲示板：「今回は授業評価を実施し，時間の都合上，ケータイによる出席調査は実施しませんでした。
配布資料は，実際に管理人のメールアドレスへ送付された架空請求のコピーと，国民生活センターへの取
材に基づいて朝日新聞 1月 11 日の朝刊に掲載された―デート商法，新成人注意―という記事のコピーでし
た。両方とも消費者被害に遭わないための注意喚起をしながら，民法の重要な概念を紹介し，さらに本日
の主題である代理への橋渡しを目的とした資料でした。資料の説明の後，民法の逐条的解説に移りました。
99 条から 108 条まで（本日は無権代理にまでは入れないと判断しましたので），それぞれの重要性に応じて
具体的な例を挙げて分かりやすく説明したつもりです。そして，後で復習してくれることを期待して，テ







































第 14 回　2004 年 1 月 30 日
吉田・掲示板：「当初は時効を中心に講義する予定でしたが，定期試験が迫っていることとこれまでの復習
とを兼ねて，演習問題 15 を配布資料として用意しました。内容は，法律行為と意思表示に関するもの 3個，
意思表示の瑕疵に関するもの 4個，代理に関するもの 3個，無効と取消に関するもの 2個，時効に関する




























































成功報酬は 3000 万円という契約であったので，Aは既に 1000 万円を Bに支払った。しかし，一向にBは




























試験に対する学生モニターHの感想：「試験問題についてですが，全部で 6問でした。試験時間は 60 分で




























第 2回　4月 15 日
吉田・掲示板：「第 1回は E–301 教室で立ち見が出ましたので，E–302 教室に変更してもらいました。8割





































































































第 6回　5月 20 日
吉田・掲示板：「本日講義しました第 6回民法［総則］について報告します。民法の内容に入る前に，来週
と再来週は学長選考のための学内意向投票があり，その投票管理委員を学部長から依頼され，両日とも午
前 8時 30 分〜午後 4時頃まで拘束されるために 2週連続で休講せざるを得ないことを報告しました。さら
に，不運なことに，その翌週は学生大会開催のため授業休止となっており，次回の講義は 6月 17 日となり，
休講に関しては 7月下旬の予備日に補講をする予定であると明言しました。従前より補講をする先生は少








法の 90 条・91 条・92 条まで説明しました（約 1月先の次回講義へのつなぎにしようと考えておりました）。
最後に，民法 87 条（主物と従物）と 88 条（天然果実と法定果実）を分かりやすく説明せよという趣旨の









































と照合させながら，93 条心裡留保・94 条通謀虚偽表示・95 条錯誤・96 条詐欺と強迫というように，逐条
的に（若干抽象的にはなりますが）解説しました。そして，整理の意味で，テキストの重要な部分だけを
指摘したのですが，意思表示の欠缺までで残り時間が少なくなっておりましたので，テキストの瑕疵ある













第 9回　6月 24 日
吉田・掲示板：「先ほど講義しました民法［総則］第 9回講義について報告します。補講を除く正規の残り
講義回数が今回を含め 5回となりましたので，今回は意思表示に関する最後とし，10 回と 11 回で代理（特
に表見代理と無権代理に重点を置く）を説明し，12 回と 13 回で時効を終わらせるという計画をもって講義
に臨みました。今回は，意思表示の補足と意思表示の効力発生時期（公示送達も含めて），無効と取消，条
件と期限などを取り上げました。まず，前回に引き続いて意思表示の欠缺と瑕疵ある意思表示を整理し，特


























































第 12 回　7月 15 日
吉田・掲示板：「先ほど講義しました民法［総則］第 12 回講義について報告します。7月 27 日に実施する
予定の補講を除き，今回を含めて残り講義回数は 2回ですので，本日は是が非でも時効のあらましまでは



















第 13 回　7月 22 日
吉田・掲示板：「先ほど講義しました民法［総則］第 13 回講義について報告します。7月 27 日（水）の午




























第 1回　2006 年 10 月 2 日









てくれた人への御礼代わりとしました。次回は 10 月 16 日で，民法の概要を説明する予定です。」





































































































































































































































































います。条文としましては，表見代理に関しては 109・110・112 条，無権代理に関しては 113〜117 条を説
明しました。また，無権代理と相続という問題についても詳細に解説したつもりです。今回が年内最後の










理の効果として，113 条・追認権と追認拒絶権，114 条・催告権，115 条・取消権，117 条・責任追及につ





第 11 回　2007 年 1 月 15 日
吉田・掲示板：「昨夜の民法［総則］第 11 回講義について報告します。1月 30 日（火）が月曜の代替日と



























第 12 回　2007 年 1 月 22 日
吉田・掲示板：「未だ講義前ですが，20 日（土）・21 日（日）の大学入試センター試験のために疲労困憊で，























となりましたので，今回は 162 条〜174 条の 2を逐条的に解説し，その後でテキストの重要な部分を指摘
し，特に定期試験で出題するつもりの箇所を強調しました。そして，おそらく 11 回目となる小テストを実
施，内容は前回と今回の 2回にわたる時効についてまとめよという趣旨でした。また，本日・1月 30 日は








第 161 条について違和感が残りました。確か講義の例では『9年 10 か月経過した時点で天災が発生し，時
効の中断手続きができない場合，9年 13 か月（障害消滅時）＋2週間＋2か月が時効となる』であったと解

























3　民法 87 条（主物と従物）と 88 条（天然果実と法定果実）を分かりやすく説明せよ。
4　公序良俗違反と不法原因給付について具体的に例を挙げて分かりやすく説明せよ。


























































































































Improving Lectures on General Provisions of Civil Code
Masaaki YOSHIDA
Abstract
General provisions of the civil code are very difficult to understand. Two attempts were 
made to improve the lessons taught in civil law lectures. As the first attempt, a lecture 
was presented in front of other professors and a study meeting was conducted afterward. 
Subsequently, as the second attempt, the contents of the lecture were posted on an online 
bulletin board system (BBS), and students were invited to discuss the contents.
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